
1,T,P.A.の 日本 版 作 製 とその 問題 点

Ontheproblemsoftheconstructionandits

applicationofI.T.P.A.inJapanAKIRAOKADA

1.1.T.P.A.の 概 要

ITPAと は イ リ ノ イ精 神 言 語 能 力 検 査(llli

noisTestofPsycholinguisticTest)の こ

とで あ る。 これ は1961年 、Mccarthy,J.J.とKirk

S.A,と に よ って2才 半 か ら9才 まで の子 ど も

の 言 語 能 力 の特 微 を調 べ る ため に作 られ た もの

で あ る。注1日 本 で は まだ 標 準 化 され て い な い。

Mccarthy,J.J.とKi・k,S.A.は 注20・g・ ・d,

0.Eの 提 唱 して い る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン過 程 の

模 式 図 か らつ ぎの よ うに 、精 神 言 語 能 力 を設定

し た。

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン過 程 の モ デ ル は つ ぎの 三

つ の 面 か ら理 論 的 に組 み 立 て られ る。

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン回 路

機 構 の 水 準

過 程

上 の3点 で あ る。 コミュニ ヶ 一 ションの 回路

channelsofcommunicationと は 、刺 激 入 力 と

反 応 出 力 との い ろ い ろ な 組 合 せ の こ とで あ る。

刺 激 の 方 は 、聴 覚 、視 覚 お よ び触 覚 か ら入 る三

通 りが あ り、 反 応 の 方 は音 声 に よ る場 合 と動 作

に よ る場 合 とが あ るか ら、刺 激 と反 応 の 組 合 せ

は六 通 りあ る こ と に な る。

Mccarthy,JJ.ら は 、 この 中 か ら聴 覚 一 音 声

回 路 と視 覚 一 運 動 回路 だ け を残 した。2才 ～9

才 の 子 ど も に最 も関 係 が あ るか ら とい う理 由 で

あ る。

次 に機 構 の 水 準1evelsoforganizationは 、

個 体 にお け る機 能 の 複 雑 さ程 度 を表 わ した もの

岡 田 明

で あ る。 こ れ は 三 つ の 水 準 か ら成 り立 つ 。

まず 、代 象 水 準 は言 語 表 象 の 意 味 を取 り扱 う

の に十 分 高 度 な機 能 で あ る。 統 合 水 準 は言 語 表

象 の配 列 順 序 や 反 応 連鎖 の 習 得 を扱 う レベ ル で

あ る。 過 去 の 経 験 か ら未 来 を予 測 す る能 力 な ど

よ り 自動 的 、習 慣 的 な 生 活 を扱 う水 準 で あ る。

放 射 水 準 は生 得 的生 理 的 過 程 を扱 う もの で あ る。

この 過 程 は教 育 に よ っ て変 え る こ とが で きな い

の で 、 こ の 後 の 考 察 か らは は ず され て い る。

過 程processと は 、正 常 な コ トバ の使 用 に 必 要

な 習慣 の 習 得 と使 用 の過 程 全 体 をさ して い る。

お もな過 程 は三 っ あ る。聴 覚 的 な刺 激 や 視 覚 的

な 刺 激 か らそ の意 味 を と りだ す解 号decoding

自分 の 思 考 な ど を コ トバ や 身 ぶ りに よっ て 外 に

表 出 す る構 号encodingお よび 言 語 表 象 を操 作 す

るの に必 要 な習1貫の 全 体 である連 合association

で あ る。

この よ う な考 察 を通 して 、 精 神 言語 能 力 は 、

特 定 回 路 を通 して の特 定 の 水 準 に お け る特 定 の

過 程 の 能 力 と して 規 定 さ れ る こ と に な る。

二 っ の 回路 、 二 っ の 水 準 、 三 つ の 過 程 に 、 精

神 言 語 能 力 が しば られ て き たの で 、十 二 の 能 力

面 が残 っ た こ とに な る。摯しか し、実 際上 の 要 求

に よ って 、 この 十 二 の能 力 面 が 九 つ の 能 力 面 に

しぼ られ た

代 象 水準 で は表 象 を取 り扱 う能 力 が 問 題 に され

る。 つ ま り表 象 の 意 味 を理 解 した り、 自分 の 考

え を表 象 に して表 わ した り表 象 をそ れ ぞ れ の意
ゼ

味にもそそとついて相互に関係づける能力がそ
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図1 精神言語能力のモデル

聴覚的 覚的刺激

代 象 水 準

1.聴 覚 理 解

2.視 覚 理 解

3.聴 覚 一 音 声 連 合

4.ネ 見覚 一 運 動 連 合

5.音 声 表 現

6.動 作 表 現

の 中 心 に な る。

理 解 能 力 の 中 に は、 話 さ れ た コ トバ を理 解 す

る能 力(聴 覚 理 解)と 絵 単 語 や書 き コ トバ を理

解 す る能 力(視 覚 理 解)が 含 まれ て い る。

連 合 能 力 の 中 に は 、 聴 覚 一 音 声 連 合 と、 視 覚

一 動 作 連 合 が 含 まれ る
。 前 者 は 、話 され た コ ト

バ を意 味 をな す よ う に 関係 づ け る能 力 で
、「ス ー

プ は熱 い。ア イス ク リー ムは?」 と言 わ れ た ら 「冷

た いdと 答 え る類 で あ る。 後 者 は視 覚 的表 象 ど

お しを、 意 味 をな す よ う に関 係 づ け る能 力 で あ

る。 その 場 合 に 、移 行 のtransitional概 念 や 、

代 置 のsubstitutional概 念 が 適 用 され る。

表 現 能 力 の 中 に は 、 音 声 表 現 力 と動 作 表 現 力

が 含 まれ る。 前 者 は 自分 の 考 え を話 し コ トバ で

表 現 す る能 力 で あ り、 後 者 は身 ぷ りで表 わ す 能

力 で あ る。

自動 一 配 列 水 準 の能 力 に は、 表 象 配 列 の長 期

記 憶 と短 期 記 憶 が含 まれ て い る。

聴 覚 一 音 声 自動 能 力 崎 よ って 、 人 は言 語 面 に

お け る過 去 の 経 験 か ら未 来 の で き ご と を予 測 す

る こ とが で き るの で あ る。

HereisanapPle,Herearetwo-、 の場.

合 に は、 リ ン ゴの 複 数 が 自動 的 に 出 て こ な け れ

動作 と言語による反応

自動一配列水準
7.聴 覚一音声自動

8.聴 覚一音声配列

9.視 覚一運動配列

ばならない。

配列能力の中には、聴覚一音声配列 と視覚一

運動配列 とが含まれている。前者 は聴覚表象を

順序正 しく復唱する能力であ り、後者は視覚的

刺激の順序 を正 しく再現す る能力である。

III.T.P.Aの 下 位 検 査

A代 象 水 準 の テ スF

こ こ で は 、有 意 味 な シ ン ボ ル を扱 う子 ど もた

ちの能 力 の あ る面 を評 価 す る こ と をね ら っ て い

る。 つ ま り、 シ ンボ ル の 意 味 を理 解 す る こ と

解 号decoding、 有 意 味 な考 え を表 現 す る こ

と 構 号 ¢ncodingお よび 有 意 味 な基 礎 を も っ

て シ ン ボル を関 係 づ け る こ と(連 合association

をそ の 内容 と して い る。

まず 、解 号 で あ る が 、 これ は聴 覚 的 な らび に

視 覚 的 シ ン ボル を理 解 す る能 力 で あ る。 つ ま り

話 し コ トバ や書 き コ トバ や 絵 を理 解 す る能 力 で

あ る。

1解 号 検 査

テ ス ト1.聴 覚 解 号

概 要 こ の テ ス トは 、 話 コ トバ の理 解 力 をみ
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る もの で あ る。 初 め の4問 は 、 わ か りや す くす

る た め に、 「あ な た は ご は ん を食 べ ます か」 と

い っ た よ う に 、子 ど もの 行 動 や 動 作 な ど をたず

ね る問 題 に な っ て い る。

材 料 な し

練 習 の しか た

た とえ ば 、6才 未 満 の もの に は 、 教 示 をつ ぎ

の よ うに 与 える。 練 習 問 題1に つ い て 、

「○ ○ さん
、 あ な た は ご は ん を食 べ ます かd

とい う。 被 験 者 が正 し く反 応 した時 に は 、 「そ

うで す あ な た は 食 べ ます ね 。 で は 、 あ な た は

雨 をふ らせ ます かdと い っ て次 の 問 題 に入 る。

被 験 者 が小 さ くて 、 こ と ば で反 応 す る こ とが で

き な い と きに は、 うな ず い た り、首 をふ っ た り

す る よ うな動 作 で 反応 させ る よ うな や り方 を し

て も よ い 。

検 査 の や り方

「練 習 」 の と き とほ とん ど同 じで あ る
。 た だ

検 査 の と きに は 、 被 験 者 の 答 が 誤 っ て い て も、

「違 い ますdと か 「そ うで すdと か 応 答 しな い

で 、 「は い 、 で は その 次dと い って つ ぎつ ぎ に

問 題 を たず ね る。

採 点 採 点 は 、 記 録 用 紙 の 各 問 の 線 上 に被 験

者 の 答 え を そ の ま ま 「は い」 とか 欄「い い え」 と

か記 入 し、 あ とで ○ × をつ け る 。粗 点 は、 正 答

一 箇 に つ い て一 点 を与 え
、 そ の小 計 点 を求 め れ

ば よい。

問 題 文

練 習1.あ な た は、 ご は ん をた べ ます か 、

練 習2.あ な た は 走 れ ます か

1.あ な た は煙 草 を吸 い ます か

2.あ な た は走 れ ます か

3.あ な た は空 を飛 び ます か

4.あ な た は ほ え ます か

練 習3.飛 行 機 は とび ます か

練 習4.自 動 車 は 泣 き ます か

5.赤 ち ゃん は食 べ ます か

6.自 転 車 は 飲 み ま す か

7.リ ン ゴは 飛 びま す か

8.着 物 は 、 自動 車 を運 転 しま す か

9.バ ナ ナ は 電 話 を か け ます か

10ボ ー ル は 、 はず み ま す か

11.ワ シは絵 をか き ま す か

12.山 羊 は 食 べ ます か

13.針 さ しは 元 気 づ け て くれ ます か

14.子 ど もは 山 に登 りま す か

15.電 気 は光 ります か

16.女 の 子 は み ん な花 子 で す か

17.電 話 の ダ イヤ ル は あ くび を します か

18.晴 雨 計 は お め で と う をい い ます か

19.偵 察 兵 は 暗号 を送 りま す か

20.ソ ー セ ー ジは 、 顔 を しか め ます か

21.お よめ さ ん は 、 夢 を み ます か

22.イ タチ は 、編 物 を しま す か

23.歯 医 者 さ ん は 、 歯 を け ず り ます か

24.ペ ン ギ ン は 、 よ ち よ ち歩 き ます か

25.ハ トは、 水 を飲 み ます か

26.組 合 わ せ 文 字 は 、 機械 に油 を さ し ます か

27.大 工 さ ん は ひ ざ をつ い て働 き ます か

28.顕 微 鏡 は 物 を拡 大 し ます か

29.注 射 器 は考 え ます か

30.ガ ソ リン入 れ は光 を出 し ます か

31.も ぐら は あ な を掘 ります か

32.含 水 炭 素 は栄 養 が あ ります か

33.侵 食作 用 は思 考 し ます か

34.城 は 罰 を あ た え ます か

35.流 星 は衝 突 します か

36.婦 人 は う とう と寝 ます か

テ ス ト2視 覚 解 号 ・

概 要 こ の テ ス トは絵 単 語 を理 解 す る能 力 を
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1.T.P.A.の 日本 版 作 成 とそ の 問 題 点

調 べ る もの で あ る。 被 験 者 に は4つ の事 物 の 絵

の 中 か ら、 刺 激 絵 と同 じ、 ま た は似 た比 較 絵 を

た だ指 さす だ けの 反応 を させ 、 絵 単 語 の理 解 力

を調 べ る。

材 料 絵 単 語 検 査 図 版

練 習 の や り方 まず 被 験 者 に靴(刺 激 絵)を

示 し、 「こ れ を よ く見 て 下 さ いdと い う。 そ し

て5秒 間 だ け そ れ を見 せ る。 つ ぎ にペ ー ジ をめ

く り、4つ の比 較 絵 を示 して 、 次 の よ う に い う。

「さ あ
、 こ こで 、 前 に見 た の と同 じ もの か 、 ま

た は 、似 た もの を探 して指 さ して ご らん な さいd

被 験 者 に は その 名 前 え を言 うの で は た だ指 を さ ま

す よ う に させ る。

検 査 の や り方 も し も被 験 者 の 精 神 年 令 が5

才 以 下 な ら ば第 一 問 か ら は じめ る。6才 以 上 な

らば 第 四 間 か ら始 め る。 検 査 は終 り まで つ づ け

る 。 た だ し8つ の連 続 した問 題 の う ち、2つ だ

け しか で き な い とい うテ ス トの 限 界 に達 した な

ら、 終 りま でや らず に そ こ で や め る。 ・

第 四 間 か ら始 め る被 験 者 は 、 第4問 か ら連 続

して4つ の 問題 が で きれ ば 「基 本 水 準 」 が完 成

し、 それ 以 前 の 問 題 は正 答 とみ な して 自動 的 に

得 点 を与 え る。 も し も、連 続 して4つ の 問 題 に

失 敗 した ら、 テ ス トの 限 界 ま た は テ ス トの 終 り

に達 す る ま で テ ス トをつ づ け た後 で前 に も ど っ

て 、 第3,2,1問 の順 に テ ス トを実 施 す る。 そ

して正 し く答 え た 問 題 の 数 をか ぞ え粗 点 とす る。

採 点

記 録 用 紙 に は 、被 験 者 が え らん だ 比較 絵 の位

置 番 号 を記 録 す るが 、 検 査 者 は あ とで正 答 欄 を

み て採 点 す る。 この テ ス トの粗 点 は正 し く答 え

られ た問 題 の数 で あ る。

2連 合 テ ス ト

テ ス ト3

概 要 これ は、 話 さ れ た コ トバ を意 味 を成 す

よ うに 関係 づ け る能 力 を し らべ る もの で あ る。

材 料 な し

練 習 の や り方 テ ス ト問 題 の 第1問 が 練 習

問 題 に な っ て い る。 検 査 者 は、 「す わ るの に は

い す を使 い ます 。 ね る と き は… … 」 と い う。 し

ば ら く時 間 を とっ て 、 被 験 者 が文 章 を完 成 す る

の を待 っ 。

検 査 の や り方

いつ も、問 題 文 の 前 半 と後 半 の一 部 を述 べ 、

被 験 者 に文 章 を完 成 させ る。 テ ス トは、6問 連

続 して失 敗 す る とい う テ ス トの 限 界 が テ ス トの

終 りま でつ づ け る。

問 題 文 は つ ぎの とお りで あ る。

1坐 る と き に は イ ス を使 い ます 。 ね る と き に

は 、

2ご は ん を食 べ る時 に は 、 お ち ゃ わ ん を使 い

ま す。 お 水 を飲 む と きに は 、

3鳥 は 空 を飛 び ます 。 魚 は

4物 を な げ る と きに は 手 を使 い ま す 。物 を け

る時 に は

5ジ ョン は お とこ で す 。 メヤ リー は

6ハ サ ミで は切 り ます 。 え ん ぴつ で は、

7.の こ ぎ りで は切 ります 。 打 ち くだ く時 に

は 、

8.お 湯 は 熱 い 。 ア イ ス ク リー ム は、

9.赤 信 号 は 止 れ で す 。 青 信 号 は 、

10.昼 間 は お きて い ます 。 夜 は 、

11.食 べ る時 に は ス プー ン を使 い ま す。 切 る

時 に は 、

12.手 に はゆ びが あ る。 足 に は、

13.子 ど も は走 ります 。 年 寄 は、

14.綿 はや わ らか い。 石 は、

15.爆 発 す る と きに は大 き な音 が し ます 。 さ

さ や く日寺に は、
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16.山 は 高 い 。 谷 は

17.王 様 は 男 で す 。 女 王 様 は

18_い た ず ら小 僧 は ふ と っ て い る 。 え ん ぴ つ

は 、

19.コ ・一 ピー は に カこい 。 さ と う は 、

20.鉄 は 重 い 。 羽 は 、

21.十 円 玉 は 丸 い 。 物 指 は

22.う さ ぎ は 早 い 。 か め は

23.紙 や す り は ザ ラ ザ ラ して い る 。 ガ ラ ス は

24.三 は 奇 数 で す 。 六 は

25.立 方 体 は 、4角 で す 。 ボ ー ル は 、

26.海 は 深 い 。 池 は

採 点 記 録 用 紙 の 線 上 に被 験 者 の 答 を そ の ま

ま記 録 す る。 正 答 は 、 正 答 例 に よ って 採 点 をす

る。 粗 点 は 、正 し く完 成 した 問題 数 で あ る。 練

習 に使 っ た第1問 も第 一 試 験 で正 答 な らば 、一

点 を あ た え る。

テ ス ト4視 覚 運 動 連 合

概 要 この テ ス トは 、 日常 見 な れ た事 物 につ

い て 似 た もの や 対 に な った もの を組 み 合 わ せ る

力 を見 る もの で あ る。

材 料 絵 単 語 図 版 の他 、 検 査 用 に作 られ るつ

ぎの よ う なお も ち ゃの事 物

靴 下 、 ハ ンマ ー 、靴 、 え ん ぴ つ 、 人 形 の着 物

メ モ 帖 、 洋 服 か け 、 釘 、 コ ップ マ ッチ 、 ぬ い針 、

糸 、 ピ ン

練 習 の しか た

た とえ ば 、被 験 者 が6才 未 満 の と き に は、 先

ず 、 お もち ゃ の 靴 、ハ ンマ ー 、 靴 下 を被 験 者 の

前 に 横 に一 列 に並 べ る 。並 べ る と きに 、 左 か ら

順 に そ の名 前 を言 う。 そ れ か ら靴 を手 に持 っ て

次 の よ う に言 う。

「こ こ に あ る もの(ハ ンマ ー と靴 下 を指 しな

が ら)の 中 、 ど れ が これ(靴 の こ と)と 仲 よ し

で す か,」

この 時 被 験 者 が 事 物 の名 前 を言 うの で は な く

事 物 を指 さ す よ う に注 意 す る。

検 査 の や り方

6才 未 満 の 被 験 者 の場 合 に は、 表 に示 され た

事 物 を、 被 験 者 の 前 に左 か ら一 列 に置 く。 表 中

の ア ンダ ー ラ イ ンの施 して あ る事 物 を手 に持 ち

残 りの事 物 を指 さ し なが らつ ぎの よ う に い う。

「こ こ に あ る もの の 中の どれ が 、 これ と(手

に持 っ た もの)仲 よ しです かd

検 査 の 問 題 を実 施 中 は 、正 答 、 誤 答 に か か わ

らず 、「はい 、 で は次dと の み い って 、 つ ぎつ ぎ

に問 題 題 を実 施 す る。

採 点 被 験 者 が指 さ しだ事 物 や 絵 の位 置 番 号

は、 記 鉦 用 紙 の 記 入欄 に記 入 し、 正 答 に は○ 、

誤 答 に は ×印 をつ け る こ とは、 前 に述 べ た とお

りで あ る。

採 点 は、 正 答 一 箇 につ き一 点 を与 え、 そ の小

計 点 を求 め れ ば よい 。

3構 号 検 査

構 号 とい うの は、 思 想 を コ トバ 又 は 、 ジ ェ ス

チ ャ ー に 置 きか え る能 力 で あ る。

テ ス ト5.音 声 構 号

概 要

この テ ス トで は 、被 験 者 に ボ ー ル や積 木 な ど

の単 純 な事 物 に つ い て 、 コ トバ で 説 明 を させ る。

得 点 は、 与 え ちれ た事 物 に つ い て 、 コ トバ で 説

明 を させ 特 性 の数 で決 め る よ う に な っ て い る。

材 料 ボ ー ル 、 チ ョー ク、積 木 、 セ ル ロ イ ド

練 習 の や り方 ガ ラ ス玉 を被 験 者 に 手 渡 して

検 査 者 は 、 次 の よ うに 言 う。

「これ につ い て な ん で も よ い か ら 、 私 に話

を して くだ さ いd被 験 者 が 望 む な ら ば 、 そ の

ガ ラ ス玉 を手 に と っ て 観 察 さ せ て も か ま わ な
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い 。

有 意 な説 明 が な い と き に は 、 「これ は何 で す

かd「 これ は 、何 で出 来 て い ます かd「 この 色

は 、 何 色 で す かむ 「こ れ は 何 に使 い ます か 司 な

ど と い っ て も よ い。'

検 査 の や り方

検 査 者 は 、 第一 問 と して ボ ー ル を被 験 者 に手

渡 し して 、次 の よ う に い う。

「こ れ につ い て 、 な ん で も よい か ら話 を して

くだ さ い、」

被 験 者 が 、 それ 以 上 事 物 の 説 明 が で きな い と

思 わ れ た ら、 次 の 問 題 に移 る。

採 点 「共 通 反 応 」commonresponseは 、

記 録 用 紙 に記 入 さ れ て い る。 その 反 応 が あ らわ

れ た と き に は 、検 査 者 は それ をチ ェ ッ ク し 、 そ

れ ぞ れ の 反 応 に一 点 をあ た え る。 「共 通 反 応 」

以 外 の 反 応 は 、 す べ て 詳 細 に 、記 録 用 紙 の 余 白

に記 録 す る必 要 が あ る。

意 味 の あ る正 しい 反 応 に は す べ て 一 点 を あ た

え る。

テ ス ト6.運 動 構 号

概 要 この テ ス トは 、事 物 ま た は 、事 物 の 絵

を示 して 、 そ れ を適 切 に使 う能 力 を み る もの で

あ る。 た とえ ば 、 コ ップ の 絵 に対 して は 、 それ

で飲 む まね をす れ ば正 答 とす る。

材 料 お もち ゃの ハ ンマ ー 、 お も ち ゃの ピス

トル 、 お も ち ゃの 水 さ し、 お よび 絵 単 語 検 査 図

版

練 習 の や り方 まず 、被 験 者 にお も ち ゃ の ハ

ンマ ー を手 渡 して 言 う。

「これ は ど うす る もの か
、 私 にや っ てみ せ て

下 さ い,」

検 査 の や り方 練 習 で や り方 が わ か っ た な ら

ば テ ス トに 入 る。 第一 問 と第 二 間 の み が実 物 を

使 っ た検 査 で 、 他 はす べ て絵 単 語 検 査 図 版 に よ

っ て テ ス トが実 施 され る。 各 問 と も実 物 ま た は

絵 を示 し、 「これ は ど うす る もの か 、私 にや っ

てみ せ て下 さ いdと い う。 この テ ス トに は、 テ

ス トの 限 界 も 「基 本 水 準 」 も な い。

採 点 記 録 用 紙 に 「代 表 的 反 応 」 の チ ェ ック ・

リス トが 用 意 さ れ て い るの で 、 そ の よ う な動 作

を被 験 者 が した な らば 、 それ をチ ェ ッ ク す る搭

け に す る。 そ の他 の動 作 は、 で き る だ け くわ し
{

く、 記 録 用 紙 の そ れ ぞ れ の 記 入欄 に記 録 す る。し

この テ ス トの満 点 は27点 で あ る。

B自 動 一 配列 水 準 の テ ス ト

こ の水 準 の テ ス トは 、意 味 をもたせ ず に 表 象 を

扱 う能 力 と して 表 象 配 列 の長 期 把 持 と短 期 間 の

記 憶 力 と を見 る もの か ら成 り立 つ 。

1.自 動 テ ス ト

わ れ わ れ が 言 語 を高 い頻 度 で使 っ た り、 また 、

言 語 の もつ 豊 か な冗 長 性redudanciesと に よ っ

て 、特 に意 識 的 な努 力 を しな い で 、 文 章 構 造 や

活 用 を 自動 的 に取 扱 い う る習 慣 が 身 につ い て い

る。 言 語 学 的 な構 造 に よ くな れ る と、 す で に読

ん だ り聞 い た り し た こ とか ら、 次 に読 ん だ り言

わ れ た りす るの あ ろ う支 法 構 造 を予 測 す る こ と で

が で き る よ う に な る。 話 す'ときで も書 くと き で

も、 これ らの 自動 的 な 習慣 の お か げ で 、 人 に送

る メ ッセ ー ジの 内 容 に だ け 意 識 的 に注 意 を集 中

して表 現 し、 その 情 報 を表 現 す る た め の コ トバ

のカ は 自動 的 に 出 て くる。

子 ス ト7聴 覚 一 音 声 自動 テ ス ト

この テ ス トは そ の ま ま飜 案 が きか な い し、 理

論 的 に も、 最 も問題 の あ る と ころ で あ る。 よ っ

て 、 くわ しい考 察 は あ とに ゆず る こ とに す る 。

この 聴 覚 一 音 声 自動 テ ス トは 、過 去 経 験 か ら
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将 来 の 言語 的事 件 を予 測 す る もの で あ る。 「自

動 的 」 と いわ れ る の1よ、 そ れ が 意 識 的 な努 力 な

しに お こ なわ れ る か らで あ る。

例 文 を一 つ だ け あ げ る。

Fatherisopeningthecan.Nowthecan

hasbeen。 とい う問 題 で の と こ ろ

を活 用 させ て 、文 章 を完 結 させ る こ とが 要 求 さ

れ る。 問 題 は全 部 で22題 あ る。

2。 酉己歹U検査

配 列 とい うの は 、一 系 列 の 表 象 を正 し く再 現

す る能 力 で あ る。 これ に は視 覚 的 また は 聴 覚 的

な記 憶 力 に よ る と こ ろが 大 き い。

テ ス ト8.

概 要 これ は聴 覚 的 な記 憶 に よ っ て数 系 列 を

順 序 正 し く復 唱 す るテ ス トで あ る。

材 料 な し

練 習 の や り方 精 神 年 令 が6才 未 満 子 ど もで

は 、,テス トの 第一 問 、 「1-2」 が 、6才 以上 の

子 ど も で は 、 第 四 間 「6-8-9」 が 練 習 問 題

に使 わ れ る。

数 字 は1秒 に2個 の 割 合 で検 査 者 が 発 声 す る。

そ して 、 その 数 系 列 を復 唱 させ るの で あ る。

検 査 の や り方

検 査 の とき も、 練 習 の場 合 と同 じ よ う に 、検

査 者 が数 字 を一 秒 に二 つ の割 合 で発 音 し、 被 験

者 に復 唱 させ る。 テ ス トは 三 問 つ づ け て 、 各 問

と も二 つ の 試 行 に失 敗 す るテ ス トの 限 界 ま で か、

テ ス トの 終 りまで つ づ け る。

被 験 者 に は 第 二 試 行 まで が 許 され て い る。

採 点 被 験 者 が 正 し く反応 した な らば 、記 録

用 紙 に○ を、 失敗 した な らば × をつ け る。

第 一 試 行 で 成功 した もの に対 して は二 点 、 、

第二 試行 の成 行 に対 して は一 点 を与 え る。 二 っ

の試 行 と も失 敗 した な ら ば、0点 で あ る。6才

以 上 で 、 「基 本 水 準 」 の 完 成 した もの につ い て

は 、 第 三 問 まで の 各 問 題 は正 答 とみ な し、 各 問

二 点 ず つ 与 え る。

テ ス ト9.視 覚 一 運 動 配 列

概 要

こ の テ ス トは 、記 憶 に よ っ て、 絵 単 語 を順 序

正 し く並 べ る テ ス トで あ る。視 知 覚 に よ っ て記

憶 し、 これ を手 を使 っ て配 列 す る とこ ろ か ら、

こ の よ うな 名 ま え が与 え られ て い る。

検 査 器 具 絵 単 語 と絵 単 語 の 配 列 板

練 習 の しか た まず 、 ス プ ー ン とぼ う しの 絵

単 語 を被 験 者 の 前 に お き、つ ぎの 教 示 をあ た え

る。

「私 を み て くだ、さ い。 まず これ を(ぼ う し)、

つ ぎ に こ れ を(ス プ ー ン)こ うい うふ う に お くの

で す よ。 よ く見 て くだ さ いね 。 あ な た に も私 が
)

や っ た よ うに や って も ら い ま す か らねdと い っ

て か ら五 秒 間 をあ た え る。 そ れ か ら、 絵 単 語 を

配 列 板 か ら取 り去 り、 よ くまぜ 合 わ せ て 被 験 者

の 前 に 置 く。 そ して 、検 査 とお な じ よ う に配 列

させ るの で あ る。

検 査 の や り方

検 査 に 入 っ て か らは 、 三 問 つ づ け て二 つ の 試

行 に失 敗 す る とい う限 界 か 、 ま た は テ ス トの 終

りに達 す る まで テ ス トをつづ け る。 テ ス ト問 題

も練 習 問 題 と同 じや り方 で施 行 す る。

採 点

記 録 欄 は二 行 に な っ て い る。正 答 の と き に は 、

記 録 欄 に○ 印 を、 誤 答 の 時 に は × 印 をつ け る。

第一 試行 の正 答 に対 して は2点 が 、 第二 試 行 の

正 答 に 対 して は 、1点 を与 え る。両 方 と も誤 答2

の と き に は、0点 とす る 。

テ ス ト全 体 の 粗 点 は、 上 記 各 問 の 得 点 を加 え

た もの で あ る。
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III.1.T.P.A.の 日本 版 作 製 上 の 問 題 点

A.聴 覚 一 音 声 テ ス トに つ い て

こ れ は 、 原 版 で は 、 問 題 が つ く りや す い 。 と

い う の は 、 単 数 を即 座 に 複 数 に さ せ た り 、 時 制

を か え さ せ た り 、 ボ イ ス を か え さ せ た り 、 比 較

級 を つ く ら せ た り、 動 詞 を 名 詞 化 さ せ た りす る

こ と が で き る か ら で あ る 。 た と え ば 、 つ ぎ の よ

う で あ る 。

1.Hereisanapple.Herearetwo‐0

3.ThismanIikestoeat.Hereheis‐0

6.Thismanisgoingkowreckhis .car.

Nowthecaris
O

?.Thisstickislong. _Thisstickis

eveno

10.Thismanispainting.Heisao

こ れ らの 問 題 もか な らず し も"AuditoryVo-

calAutomaticTest"に は な っ て い な い が、

日本 版 で は 、 こ れ らの 考 え を、 どれ一 つ と して

と り入 れ る こ とが で き な い。

単 数 も複 数 も、 日本語 で は 、 区別 が な い。

そ の 他 の 問 題 も同様 で あ る。

中 田 雅 子 注3は 、 この 問 題 に つ い て 最 近 、修

士 論 文 にお い てっ ぎの よ うな三 案 を提 出 した。

A案

教 示:こ れ か ら問 題 を言 い ます 。 途 中 ま で言

い ます か ら す ぐ続 き を言 っ て下 さい 。

練 習1運 動 会 で す 。 ヨー イ/

IIじ ゃ ん け ん を します 。 じゃ ん け ん/

1お ゆ う ぎ を します 。 む す ん で/

2歌 で す 。 も しも しか め よ/

3い す か ら と び お りま す 。 い ち にの/

9英 語 で す。A・B/

21東 西 南/

25地 震 、 か み な り、 火事/

以 上 で あ るが 、 四 年 生 まで にや らせ る問 題 と

して は 、 や や 、 や さ しす ぎ る よ う な気 が す る。

ま た 、歌 な ど も、 か な り特 殊 な もの と考 え ら

れ 、 も うす こ し ひ ろい グ ラ ン ドの 上 で 問題 を考

案 す べ き もの で あ ろ う。

B案

教 示:こ れ か ら問 題 を言 い ます 。 途 中 ま で

言 い ま す か ら続 き を言 っ て くだ さ い。

練 習 「そ こ に おか しが あ ります か」 と聞 か

れ た と きの 答 え は、 は い少 しな ら/

1"り ん ごが あ ります か"と きか れ た ら りん

ご は少 し しか/

2青 い の は あ りませ ん が 、赤 い の な ら/

3あ の本 は と て も お も しろ い こ の本 は ち っ

と も/

15私 は め っ た に泣 か な い 。 あ の 子 は いつ も/

25わ た し は夢 で花 子 さ ん が女 王 様 に/

こ こで は 文 法 的 要 素 が生 か され て い るの で 、

原 版 の 考 え方 に近 い。 しか し、2才 ～9才 の年

令 水 準 の子 ど も に対 す る難 易 度 は ど うで あ ろ う

か 。

C案

教 示:こ れ か ら教 え方 に つ い て き き ます 。

数 字 を指 で 示 しま す か ら数 えて くだ さ い 。

方 法:問 題 の 前 半 を読 み な が ら数 を指 で示 す 。

(例"1ぽ ん"と 言 い な が ら指 を1本 出 す)次 に

問 題 の 後 半 を読 み○ の 中 に 示 した数 字 を指 で 示

し、 そ れ を子 ど もに数 え させ る。

練 習:(指 を折 りな が ら)数 え て くだ さ い。

OO● ●

こん ど は紙 を数 え ます 。① ま い ② まい ③

ま い
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1.T.P.A.の 日本 版 作 成 と そ の 問 題 点

問 題:

1子 ど もが3人 い ます 。 男 の 子 が①

2女 の 子 が②

補 足 質 問

上 の 質 問 で 答 え な い子 に は 、 次 の よ うに補 足

質 問 をす る。 記 録 に はfと 記 入 す る。 人 が

③ だ け い る と3人 と言 うで し ょう。② い る と き

は何 て い うの 。 以 下 の項 目に つ いて も同 様 に行

な う。

3鉛 筆 を数 え ま す。1ぽ ん ②

4犬 です1ぴ き ②

5時 間 を測 り ます 。1ぷ ん ②

154567.8.9.10

25食 パ ン を'数え ます 。1き ん2き ん ③

Automaticな 要 素 が入 っ て お り、B案 よ り内

容 的 に均 質 に な っ て い る が 、 原案 に あ る文 法 的

要 素 は 稀 薄 に な っ た よ うで あ る。

オ ス グ ッ ドの 言 語 心理 学 的 理 論 をふ ま えた 自

動 テ ス トを今 後 とも研 究 し てみ る必 要 性 が あ る。

B問 題 文 に つ い て

た と え ば 連 合 テ ス トで 「足 ゆ び 」 と 「手 の

ゆ び 」 の 区 別 を要 求 しゼ い るが 、 我 が 国 に は 、

そ れ ら を区 別 す る語 いが な い。

我 が 国 の 子 ど もの 語 いや 生 活 か ら、 文 章 を構

成 しな けれ ば な ら な い で あ ろ う。

C絵 につ い て

視 覚 解 号 テ ス ト、視 覚 運 動 テ ス ト、 運 動 構 号

テ ス ト、 な らび に視 覚 運 動 配 列 テ ス トに絵 が必

要 で あ るが 、 い ず れ もわ が国 の実 情 に そ わ な い

もの が あ る た と え ば、 ベ ッ ドの 問題 な どが そ れ

で あ る。 これ ら も 日本風 の 絵 に か え て い

くこ とが 必 要 で あ る。

D使 用 語 学 彙 もわ が 国 の もの(例 え ば阪 本

一 郎 著 教 育 基 本 語 学 彙 牧 書 店)を 使 用 す べ き

で あ る 。 これ は聴 覚 解 号 テ ス トで考 慮 しな けれ

ば な らぬ 点 で あ る。

E運 動 構 号 テ ス トで は、 楽 器 が 多 す ぎ る し、

encodingと い う1ごは あ ま りに も単 純 な問 題 が 多

い。 こ の テ ス トは 、 ビ ネー 語 い検 査 との相 関 は

高 い がvalidityに 問 題 点 が あ る。

F視 覚 一 運 動 配 列 テ ス トで、 幾 何 学 図 形 や

写 真 をつ か っ て あ るが 、 これ はSymbo1に お き

か え て記 憶 す る傾 向 が あ り、 もうす こ し無 意 味

な図 形 に お きか え る こ とが望 ま しい と思 わ れ る。

E各 下 位 検 査 ご との 日本 版 作 製 上 の 問 題 点

につ い て

次 に 、 各 下 位 検 査 ご と に、 もうす こ し問 題 点

を指 適 して お こ う。

(1)聴覚 解 号 検 査

こ れ はcontrolledvocabularytestで あ る

が 、語 い に片 寄 りが あ る。 ま た、 ア メ リカの 生

活 に は あ るが 、 こち らの生 活 に な い もの が あ る。

項 目数 をふ や して語 い の 片 よ りを防 ぐよ う に し

な け れ ば な らな い で あ ろ う。 ま だ応 答 がalter・

nativeで あ るが 、 も う一 つ ぐ らい選 択 肢 をふ や

した方 が よ い で あ ろ う。

(2)視覚 解 号 検 査

こ こ で は 写 真 の 不 鮮 明 さが まず 指 適 され な け

れ ば な らな い。 む しろ 手 が き に した方 が よ い で

あ ろ う。 ノ コ ギ リな ど は、 日本 風 の もの が 望 ま

しい。

5秒 間 の提 示 で 、刺 激 絵 を記 憶 しな け れ ば な

ら な い が 、memoryspanを 要 求 す る 点 で や や 問

題 が あ る。

比 較 絵 は機 能 的 に類 似 の場 合 に選 択 され るべ き

で あ っ て 、 各 称 の 類 似 性 に よ っ て選 択 す る よ う

な もの は 、 日本 版 作 製 の と き に は除 去 され ね ば

な ら な い。

(3)視覚 音 声 連 合 検 査.
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1.T.P.A.の 日 本 版 作 成 と そ の 問 題 点

ア メ リカ の生 活 に あ っ て我 が 国 に は な い よ う

な もの 、 た と えば ス プー ンで 食 べ る、 とか ナ イ

フで 食物 を切 る と い う よ うな文 は改 訂 す べ きで

あ る。

また 、二 つ の文 が 、 う ま く朕 合 で き る よ う な

文 を 日本 語 と して考 え て い か な け れ ば な ら な い。

(4)視覚 運動 連 合 検 査

こ こ で も写 真 が も っ と鮮 明 に な ら な けれ ば な

ら な い。 又 、聴 覚 音 声 連 合 検 査 の よ う に 、二 つ

の 絵 の 関 係 か ら、 次 に一 つ の絵 をみ せ 、 前 の二

つ の 絵 の文 脈 効 果 か ら一 つ の絵 を え らばせ る よ

う にす る こ と も よか ろ う。.そ うす れ ば 、 原版 よ

り も、一 義 的 な応 答 を期 待 す る こ とが で き る と

思 わ れ る。

(5)音 声構 号 検 査

説 明 させ る もの が 、 日常 ご くあ りふ れ た 部の 、

た と え ば、 ボ ー ル や積 木 で あ るが 、 そ れ につ い

て 説 明 させ る の は 、何 とな く子 ど もが 不 自然 に

感 ず る で あ ろ う。 その た め に 、 被 験 者 と同 じ方

向 に実 験 が 向 いて い る とい った や り方 も考 え ら

れ るべ き者 あ る。

また 自発 的 な応 答 と補 足 質 問 に よ っ て で て き

た応 答 とは 区 別 して持 主 をす べ きで あ ろ う。

⑥ 運 動 構 号

な に しろ楽 器 が 多 す ぎ るの で 、 そ の 中 の い く

つ か は、 他 の もの に お きか え る よ う にす べ きで

あ る。

ま た写 真 が不 鮮 明 で よ くな い 。 ま た得 点 に グ

レ イ ドをつ け る意 味 で 、 も うす こ し複 雑 な 身 ぶ

りを要 求 す る もの もテ ス トの 中 に入 れ るべ きで

あ る。

(7)聴覚 音 声 自動 検 査

こ れ は前 に も述 べ た よ う に最 も問 題 の あ る

subtestで あ る。 い ず れ に して も、 コ トバ が

automaticに 出 て くる よ うな 問 題 を考 え な くて

は な らな い。 そ の ため に は 、文 章 の あ る部 分 を

noiseで 消 して 、 その 部 分 を いわ せ る とい っ た

方 法 も考 え られ るで あ ろ う。 前 述 の 三 案 も参 考

に な るで あ ろ う。

(8)聴覚 音声 配 列 検 査

これ は数 字 の 系 列 を復 唱 す る問 題 で あ るか ら

特 に 問 題 は な い と思 わ れ る。

(9)視覚運動配列検査

子 どもが図形 を意味化することを防 ぐために

それぞれの図形は名前がつけられないようなも

のを選ぶことも必要 であろう。
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